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協会だより

　

平
成
30
年
２
月
27
日（
火
）　

ホ
テ
ル
ポ
ー

ト
プ
ラ
ザ
ち
ば
に
お
い
て
、
本
協
会
の
第
11

回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

 　
総
会
で
は
、
第
１
号
議
案
：
平
成
29
年

事
業
報
告
書
及
び
決
算
報
告
書
承
認
の
件
、

第
２
号
議
案
：
平
成
30
年
度
事
業
計
画
（
案
）

及
び
収
支
予
算
（
案
）
承
認
の
件
、
第
３
号

議
案
：
会
費
の
賦
課
徴
収
方
法
決
定
の
件
、

第
４
号
議
案
：
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

の
件
、
以
上
４
件
の
議
案
に
つ
い
て
、
満
場

一
致
に
よ
り
可
決
決
定
さ
れ
た

　

総
会
後
、
講
演
会
・
懇
親
会
を
開
催
し
盛

会
裏
に
終
了
し
た
。

　

新
執
行
部
体
制
は
次
の
通
り
。

会　

長
：�
檜
貝
孝
二
郎
（
千
葉
県
貿
易
協
同

組
合　

常
務
理
事
）

副
会
長
：�

家
村
𠮷
隆（
協
同
組
合
東
金
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー　

専
務
理
事
）

副
会
長
：�

渡
辺
勉
（
千
葉
鉄
工
業
団
地
協
同

組
合　

専
務
理
事
）

副
会
長
：�

長
橋
敏
男
（
流
山
工
業
団
地
協
同

組
合　

専
務
理
事
）

理　

事
：�

平
井
正
樹
（
千
葉
県
セ
メ
ン
ト
卸

協
同
組
合　

専
務
理
事
）

理　

事
：�

熊
澤
達
夫
（
千
葉
県
電
機
商
業
組

合　

専
務
理
事
）

理　

事
：�

相
川
睦
雄
（
ふ
な
ば
し
イ
ン
タ
ッ

ク
ス
協
同
組
合　

事
務
局
長
）

理　

事
：�

鳥
飼
政
枝
（
千
葉
県
室
内
装
飾
事

業
協
同
組
合　

事
務
局
長
）

理　

事
：�

金
子
英
昌
（
船
橋
総
合
卸
商
業
団

地
協
同
組
合　

事
務
局
長
）

理　

事
：�

高
橋
博
（
千
葉
県
自
動
車
車
体
整

備
協
同
組
合　

事
務
局
長
）

理　

事
：�

泉
水
宏
次
（
千
葉
県
自
動
車
整
備

商
工
組
合　

事
務
局
次
長
）

理　

事
：�

櫨
山
繁
（
千
葉
市
工
業
セ
ン
タ
ー

協
同
組
合　

専
務
理
事
）

理　

事
：�

吉
川
三
津
雄
（
千
葉
県
鍍
金
工
業

組
合　

事
務
局
長
）

理　

事
：�

伊
藤
利
和
（
木
更
津
総
合
卸
商
業

団
地
協
同
組
合　

事
務
局
長
）

理　

事
：�

三
浦
幸
二
（
茂
原
卸
商
業
団
地
協

同
組
合　

事
務
局
長
）

理　

事
：�

黒
川
武
夫
（
千
葉
県
中
央
電
気
工

事
業
協
同
組
合　

事
務
局
長
）

理　

事
：�

小
林
正
和
（
協
同
組
合
千
葉
県
鐵

骨
工
業
会　

専
務
理
事
）

理　

事
：�

中
島
秀
幸
（
千
葉
県
測
量
設
計
補

償
協
同
組
合　

理
事
兼
事
務
局

長
）

理　

事
：�

田
中
正
明
（
千
葉
県
消
防
設
備
協

同
組
合　

事
務
局
長
）

監　

事
：�

田
代
孝
久
（
ア
イ
・
テ
ィ
ー
・
関

東
事
業
協
同
組
合　

事
務
局
長
）

監　

事
：�
山
岡
春
夫
（
千
葉
県
醤
油
工
業
協

同
組
合　

事
務
長
）

相
談
役
：�

長
沢
啓
司
（
千
葉
鉄
工
業
団
地
協

同
組
合　

相
談
役
）

千
葉
県
中
小
企
業
団
体
事
務
局
責
任
者
協
会

　
第
11
回
通
常
総
会

組
合
運
営・企
業
経
営
研
究
会

　

平
成
30
年
２
月
27
日
（
火
）
ホ
テ
ル
ポ
ー

ト
プ
ラ
ザ
ち
ば「
ル
ビ
ー
の
間
」に
お
い
て
、「
組

合
運
営
・
企
業
経
営
研
究
会
」
を
開
催
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
今
後
の
中
小
企
業
組

合
の
使
命
～
組
合
活
性
化
に
求
め
ら
れ
る
組

合
事
務
局
の
機
能
と
役
割
～
」
嘉
悦
大
学
大

学
院
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
研
究
科
教
授　

三
井
逸

友
氏
に
講
演
を
頂
い
た
。

　

講
演
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

　

ま
ず
、「
時
代
」
認
識
と
経
済
社
会
に
つ
い

て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
が
も
た
ら
す
「
も
の
づ
く

り
シ
ス
テ
ム
の
変
革
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。
我
が
国
の
製
造
業
の
変
革
の
方
向
性
と

し
て
、
今
の
時
代
は
多
様
性
の
時
代
で
あ
り
、

新
た
な
何
か
を
作
り
出
す
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
必
要
で
あ
る
。
単
に
い
い
も
の
を
安
く
売

る
だ
け
で
は
生
き
残
れ
な
い
時
代
に
入
り
、

い
い
も
の
を
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
で
売
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
話
さ
れ
た
。

　

次
に
、
我
国
中
小
企
業
の
現
状
に
つ
い
て 講演中の三井先生
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説
明
が
あ
っ
た
。
世
界
的
に
見
て
も
中
小
企

業
が
衰
退
し
て
い
る
国
は
日
本
だ
け
で
中
小

企
業
の
数
が
減
る
国
は
他
に
な
く
開
業
率
も

低
く
、
後
継
者
・
事
業
承
継
問
題
も
大
き
い
。

こ
れ
ら
の
点
を
鑑
み
、
過
去
の
中
小
企
業

支
援
策
と
現
在
の
中
小
企
業
支
援
策
の
変

遷
の
解
説
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、中
小
企
業
の
組
合
団
体
に
つ
い
て
、

背
景
や
歴
史
や
理
念
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。
現
在
の
中
小
企
業
組
合
団
体
の
組
織
数

と
推
移
に
つ
い
て
説
明
し
、
年
々
減
少
し
続

け
て
い
る
点
を
指
摘
し
た
。
現
実
、
組
合
団

体
は
マ
イ
ナ
ー
で
世
の
中
に
組
合
団
体
が
知

ら
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
、
今
後
、
組
合

の
見
え
る
化
が
必
要
で
あ
る
と
話
さ
れ
た
。

　

こ
の
点
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
の
中
小

企
業
組
合
団
体
の
役
割
と
課
題
に
つ
い
て
、

説
明
が
あ
っ
た
。
中
小
企
業
の
存
在
の
社
会

的
意
義
、
雇
用
等
様
々
な
役
割
を
地
域
の
中

小
企
業
が
担
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
組
合
団

体
が
積
極
的
に
見
え
る
化
を
し
て
地
域
社
会

に
情
報
提
供
す
る
と
と
も
に
、
組
合
団
体

自
体
も
公
共
性
・
公
益
性
の
高
い
共
同
経

済
事
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
。地
域
資
源
活
用
、農
商
工
連
携
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
等
の
主
体
は
事
業
協
同
組
合

を
は
じ
め
と
す
る
中
小
企
業
の
組
織
で
あ
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
世
界
に
向
け
て
中
小

企
業
団
体
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と

力
説
し
研
究
会
を
終
了
し
た
。

協
同
組
合
千
葉
県
鐵
骨
工
業
会

�

専
務
理
事
　
小
林
正
和

【
組
合
概
要
】

　

所
在
地
：�

千
葉
市
中
央
区
弁
天
１
丁
目
21

番
３
号　

石
橋
弁
天
ビ
ル

　

電　

話
：�

０
４
３
（
３
０
１
）
６
５
２
２

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：�

０
４
３
（
３
０
１
）
６
５
３
３

　

創　

立
：
昭
和
54
年
３
月

　

設　

立
：
昭
和
61
年
９
月
17
日

　

理
事
長
：
栗
原　

宏

　

出
資
金
：
１
，
１
８
０
万
円

　

組
合
員
：
60
社
・
賛
助
会
員
15
社

　

業　

種
：�
総
合
建
設
業
、
又
は
鋼
構

造
物
工
事
業
の
許
可
を
受

け
た
鉄
骨
工
事
業

　

事
務
局
：
２
名

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：�http://w

w
w

.aqualine.
ne.jp/~chifab-kum

iai/

【
設
立
】

　

当
組
合
は
、
東
京
鉄
構
工
業
会
か
ら
独
立

し
、
昭
和
54
年
３
月
に
会
員
48
社
で
千
葉
県

鐵
骨
工
業
会
を
創
立
。
各
種
事
業
、
特
に
工

場
認
定
等
を
通
じ
て
会
員
の
指
導
に
努
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
会
員
の
経
営
の

安
定
を
図
り
一
層
の
結
束
力
強
化
と
共
同
経

済
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、
昭
和
61
年
９
月

17
日
、
組
合
員
69
社
で
協
同
組
合
千
葉
県
鐵

骨
工
業
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

【
組
織
】

　

当
組
合
に
は
、「
事
業
委
員
会
」
と
し
て
、

技
術
委
員
会
と
運
営
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

運
営
委
員
会
に
は
総
務
委
員
会
・
共
済
委
員

会
・
運
営
近
代
化
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、「
部
会
」
に
は
、
グ
レ
ー
ド
部
会
と
青

年
部
会
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
支
部
会
」

に
は
、
東
部
支
部
会
・
西
部
支
部
会
・
南
部

支
部
会
・
北
部
支
部
会
の
４
支
部
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
他
に
、
親
睦
会
の
「
鐵
球
会
」
が

あ
り
ま
す
。

【
組
合
事
業
】

　

組
合
事
業
は
、
①
鉄
骨
工
事
の
共
同
受
注

事
業
、
斡
旋
事
業
②
資
材
及
び
副
資
材
の
共

同
購
買
事
業
③
鋼
構
造
物
製
作
工
場
の
認
定

（
国
土
交
通
大
臣
認
定
）
④
教
育
情
報
事
業

⑤
福
利
厚
生
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
組
合
の
主
事
業
で
あ
る
、「
認
定
審
査
」

は
、
国
土
交
通
大
臣
認
定
の
制
度
で
す
。
工

場
認
定
制
度
は
、「
建
築
鉄
骨
溶
接
構
造
の

性
能
評
価
基
準
」
に
基
づ
き
、
工
場
が
適
正

な
品
質
の
鉄
骨
を
生
産
・
供
給
す
る
た
め
に

必
要
な
品
質
管
理
力
と
技
術
力
を
保
有
し
て

い
る
事
を
発
注
者
に
証
明
す
る
も
の
で
す
。

組
合
で
は
、
年
２
回
（
前
期
・
後
期
）
認
定

審
査
を
行
う
と
と
も
に
、
認
定
申
請
説
明
会

や
認
定
審
査
研
修
会
等
を
実
施
し
、
未
認
定

工
場
の
グ
レ
ー
ド
取
得
へ
の
助
言
も
行
っ
て

い
ま
す
。

【
組
合
創
立
40
周
年
記
念
】

　

当
組
合
は
、
今
年
で
創
立
40
周
年
を
迎
え

ま
す
。
組
合
で
は
、
組
合
三
役
、
支
部
長
、

青
年
部
で
構
成
す
る
40
周
年
記
念
事
業
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
現
在
、
記
念
式
典
の
開

催
に
向
け
て
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

40
周
年
記
念
は
、
11
月
16
日
（
金
）
オ
ー

ク
ラ
千
葉
ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
す
。
内
容
は
、

①
基
調
講
演
②
式
典（
永
年
功
労
者
表
彰
等
）

③
祝
賀
会
で
す
。
ま
た
、
記
念
誌
の
発
行
に

向
け
て
資
料
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

【
鐵
球
会
（
テ
ッ
キ
ュ
ウ
カ
イ
）】

　

鐵
球
会
は
親
睦
を
深
め
る
た
め
年
２
回
の

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
４
つ
の

支
部
が
持
ち
回
り
に
よ
り
担
当
し
、
会
員
・

賛
助
会
員
が
参
加
し
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。
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る
Ｐ
Ａ
で
折
り
返
し
。

　

折
り
返
し
後
は
、
三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

パ
ー
ク
木
更
津
、
袖
ヶ
浦
市
役
所
、
袖
ケ
浦

公
園
、
ほ
た
る
野
、
清
見
台
を
通
過
し
旧
木

更
津
市
役
所
が
ゴ
ー
ル
で
す
。

　

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
・
車
い
す
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
は
、
三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
木
更

津
通
過
の
後
、
牛
込
海
岸
で
ゴ
ー
ル
で
す

　

完
走
者
に
は
、
完
走
賞
と
し
て
メ
ダ
ル
が

も
ら
え
ま
す
。
今
年
は
こ
ん
な
デ
ザ
イ
ン
の

メ
ダ
ル
が
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。（
上
が
表

面
、
下
が
裏
面
）

　

今
回
参
加
さ
れ
る
事
務
局
責
任
者
の
方
は

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

本
会
は
30
年
続
く
部
会
で
、
前
回
が
61
回

目
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
の
写
真

を
掲
載
し
ま
す
。

【
鉄
ト
リ
ビ
ア
】

　
「
鉄
」
と
い
う
漢
字
を
よ
く
見
る
と
、「
金
」

と
「
失
」
で
出
来
て
い
ま
す
。
旧
字
体
で
は

「
鐵
」
と
書
い
て
、
こ
れ
な
ら
ば
「
金
・
王
・

哉
」
に
分
解
で
き
た
も
の
の
、
現
行
の
字
体

で
は
「
金
を
失
う
」
と
書
い
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
を
嫌
が
る
商
売
人
や
事
業
者
も
い
て
今

で
も
旧
字
体
を
使
い
続
け
る
会
社
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
の
各
社
名
ロ
ゴ

で
も
、
よ
く
見
る
と
鉄
の
字
の
「
失
」
の
部

分
が
「
矢
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。
旧
国
鉄
か

ら
民
営
化
さ
れ
る
際
に
、
金
が
矢
の
よ
う
に

入
っ
て
く
る
と
い
う
意
味
も
込
め
ら
れ
て
意

識
的
に
さ
れ
た
こ
と
だ
と
か
。

県
内
地
域
情
報

　

今
回
は
、「
ち
ば
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
ち
ば
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン
」
と
言

え
ば
、
２
年
に
１

回
、
普
段
は
車
し

か
通
る
こ
と
が
出

来
な
い
東
京
湾
ア

ク
ア
ラ
イ
ン
の
上

を
走
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
と
て
も

人
気
の
高
い
マ
ラ

ソ
ン
大
会
で
す
。

　

今
年
は
第
４
回

大
会
と
な
り
、
平

成
30
年
10
月
21
日

（
日
）
に
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
「
ち
ば
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン
」
に
は
、

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
・
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
・
車
い

す
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
３
種
類
が
あ
り
、
フ

ル
マ
ラ
ソ
ン
の
定
員
は
１
２
，
０
０
０
人
、

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
＆
車
い
す
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
は
合
わ
せ
て
５
，
０
０
０
人
が
定
員
で
す
。

（
車
い
す
ハ
ー
フ
は
10
名
程
度
が
定
員
）

　

参
加
料
は
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
は
１
２
，

５
０
０
円
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、
車
い
す
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
共
に
９
，
５
０
０
円
で
、
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
は
６
時
間
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
は

３
時
間
10
分
、
車
い
す
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
は

１
時
間
５
分
が
そ
れ
ぞ
れ
制
限
時
間
で
す
。

　

マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
は
、
木
更
津
市
潮
浜
公

園
を
ス
タ
ー
ト
地
点
と
し
、
木
更
津
金
田
Ｉ

Ｃ
、
東
京
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
を
走
っ
て
海
ほ
た

第61回鐵球会での一コマ

施
策
紹
介

「
２
０
１
８
年
６
月
ス
タ
ー
ト
の
新
制
度

『
先
端
設
備
等
導
入
計
画
』」

　

中
小
企
業
の
生
産
性
向
上
に
向
け
た
設
備

投
資
を
後
押
し
す
る
た
め
、「
生
産
性
向
上

特
別
措
置
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

法
律
は
、
今
後
３
年
間
を
集
中
投
資
期
間

と
位
置
づ
け
、
中
小
企
業
の
生
産
性
革
命
の

実
現
の
た
め
、
市
区
町
村
の
認
定
を
受
け
た
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協会だより

事
務
局
及
び
会
員
か
ら
の

イ
ベ
ン
ト
・
行
事
等
の
ご
案
内

　

本
協
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

平
素
よ
り
本
会
の
事
業
運
営
に
つ
き
ま
し
て

ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

去
る
５
月
30
日
、
広
報
事
業
の
充
実
を
図

る
た
め
、
会
員
の
皆
様
に
広
報
事
業
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
致
し
ま
し
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ご
協
力
頂
い
た
本
協
会
会
員
組
合

に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
・
行
事
等
を
ご
紹
介
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

会
員
組
合
行
事
等

●
千
葉
県
ク
レ
ー
ン
建
設
重
機
協
同
組
合
：

県
下
工
業
高
校
へ
の「
出
前
授
業
」を
実
施
し
、

高
校
生
を
対
象
に
現
地
で
移
動
式
ク
レ
ー
ン

の
操
作
を
指
導
し
ま
す
。
7
月
11
日
市
川
工

業
高
校
、
9
月
10
日
東
総
工
業
高
校
、
10
月

18
日
京
葉
工
業
高
校
、
建
設
労
働
者
確
保
育

成
助
成
金
（
厚
生
労
働
省
）
を
活
用
。

●
千
葉
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組

合
：
7
月
よ
り
組
合
Ｈ
Ｐ
に
て
、
高
齢
者
、

障
が
い
者
に
対
し
て
積
極
的
に
受
け
入
れ
る

「
ハ
ー
ト
フ
ル
な
宿
」
特
集
を
Ｕ
Ｐ
し
ま
す
。

●
柏
市
工
業
団
地
協
同
組
合
：
7
月
28
日
～

29
日
「
柏
市
工
業
祭
（
柏
ま
つ
り
）」

●
船
橋
総
合
卸
商
業
団
地
協
同
組
合
：
8
月

6
日
「
団
地
夏
ま
つ
り
」
※
但
し
、
対
象
者

は
組
合
員
・
入
居
者
の
従
業
員
と
家
族
。

●
千
葉
県
消
防
設
備
協
同
組
合
：
8
月
8
日

「
組
合
員
向
け
救
命
講
習
会
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

方
法
等
、
応
急
処
置
）」
当
組
合
で
は
毎
年
組

合
員
の
救
命
技
術
の
向
上
を
目
指
し
て
年
2

回
開
催
し
て
い
ま
す
。
後
期
は
1
月
開
催
予

定
。
9
月
中
旬
「
組
合
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
当
組

合
で
は
毎
年
実
施
し
て
お
り
今
年
は
東
葛
地

区
が
担
当
し
組
合
員
の
親
睦
を
兼
ね
て
計
画

を
し
て
い
ま
す
。

●
小
湊
妙
の
浦
遊
覧
船
協
業
組
合
：
8
月
10

日　

内
浦
湾
に
遊
覧
船
に
て
灯
篭
を
流
し
花

火
も
上
げ
ま
す
。

●
千
葉
県
酒
造
協
同
組
合
：
9
月
9
日
「
千

葉
の
酒
フ
ェ
ス
タ2018 in TOKYO

」
千
葉

県
内
の
蔵
元
が
集
い
１
５
０
種
類
以
上
の
「
千

葉
の
地
酒
」
が
味
わ
え
る
年
に
一
度
の
大
試
飲

会
。
そ
の
他
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
8
月

10
日「
マ
ク
ハ
リ
的
粋
祭
り
」。
10
月
25
日「
と

り
ど
り
の
美
酒
を
楽
し
む
会
」

●
千
葉
県
電
機
商
業
組
合
：
9
月
10
日
～
9

月
末
ま
で「
家
庭
の
電
器
安
全
無
料
点
検
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」

●
柏
駅
前
第
一
商
業
協
同
組
合
：
9
月
下
旬

「
創
業
祭
」。
12
月
中
旬
「
千
円
札
つ
か
み
ど

り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

●
臼
井
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
協
同
組
合
：

8
月
18
日
「
臼
井
ふ
る
さ
と
に
ぎ
わ
い
祭
り
」。

11
月
頃
「
即
売
会
イ
ベ
ン
ト
」

●
野
田
工
業
団
地
協
同
組
合
：
10
月
13
日
～

14
日
「
野
田
市
産
業
祭
」

中
小
企
業
の
設
備
投
資
を
支
援
す
る
も
の
で

す
。

　

こ
の
認
定
を
受
け
る
た
め
に
作
成
す
る
の

が
「
先
端
設
備
等
導
入
計
画
」
で
す
。

　

認
定
中
小
企
業
の
設
備
投
資
に
つ
い
て

は
、「
臨
時
・
異
例
」
の
措
置
と
し
て
、
地

方
税
法
に
お
い
て
償
却
資
産
税
に
係
る
固
定

資
産
税
を
最
大
３
年
間
ゼ
ロ
と
す
る
特
例
が

講
じ
ら
れ
ま
す
。

　

同
じ
よ
う
な
特
例
と
し
て
、「
経
営
力
向

上
計
画
」
に
お
い
て
固
定
資
産
税
が
３
年
間

1
／
2
と
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
経
営

力
向
上
計
画
の
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
つ
つ
、
固

定
資
産
税
ゼ
ロ
を
受
け
た
い
な
ら
、別
途「
先

端
設
備
等
導
入
計
画
」
を
申
請
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
固
定
資
産
税
の
課
税

主
体
で
あ
る
市
区
町
村
に
よ
っ
て
、
固
定
資

産
税
の
減
免
割
合
（
ゼ
ロ
～
1
／
2
）
が
異

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
「
先
端
設
備
等
導
入
計
画
」
は
、
中
小
企

業
が
計
画
期
間
内
で
、
労
働
生
産
性
を
年
平

均
３
％
以
上
向
上
さ
せ
る
た
め
、
先
端
設
備

等
を
導
入
す
る
計
画
を
策
定
し
、
所
在
す
る

市
区
町
村
に
お
け
る「
導
入
促
進
基
本
計
画
」

等
に
合
致
す
る
場
合
に
認
定
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　

関
東
経
済
産
業
局 

産
業
部 

中
小
企
業
課

　

先
端
設
備
導
入
担
当

　

電　

話
：
０
４
８
─
６
０
０
─
０
３
９
４

●
千
葉
県
貿
易
協
同
組
合
：
10
月
28
日
「
Ｊ

Ｆ
Ｅ
ち
ば
ま
つ
り
。」
11
月
3
日
「
千
葉
湊
大

漁
ま
つ
り
」

●
船
橋
機
械
金
属
工
業
協
同
組
合
：
組
合
青

年
部
の
視
察
研
修
会
（
当
組
合
員
の
県
外
工

場
）
を
検
討
中
（
10
月
13
日
～
14
日
又
は
11

月
17
日
～
18
日
）。
船
橋
市
と
連
携
に
よ
り
11

月
に
工
業
系
工
場
等
の
視
察
研
修
会
を
予
定
。

事
務
局
責
任
者
協
会
主
催
行
事

10
月
初
旬

　

サ
ー
ク
ル
活
動（
秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ
を
予
定
）

11
月
中
旬

　

組
合
活
性
化
策
等
検
討
会

12
月
初
旬

　

組
合
・
企
業
視
察
研
修
（
忘
年
会
も
併
せ

て
開
催
予
定
）

千
葉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
主
催
行
事

9
月
12
日

　

第
70
回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
（
京
都

大
会
）

　

今
後
も
会
員
組
合
に
関
す
る
様
々
な
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
開
催
情
報
だ
け
で
は
な
く
、

各
組
合
で
提
供
で
き
る
役
務
、
サ
ー
ビ
ス
等

の
紹
介
・
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
情
報
提
供
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
（
千
葉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

�

経
営
支
援
部　

東
）


